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　固定費能率差異の
　計算式

　固定費能率差異
 ＠30円　×(1,900時間－1,938時間)＝△380円
  固定費率　　  標準操業度　    実際操業度

　固定費能率差異
 ＠10円×(1,900時間－1,938時間)＝△380円
  固定費率　  標準操業度    実際操業度

6-24
　製造間接費の差異分析
　製品A標準原価カードの
　下の2行目

　月間正常直接作業時間 　月間基準直接作業時間 2011.1.7

…原価差異については当月の売上原価に加減算
するものとする。
　また、製造間接費は直接作業時間を基準に配賦
している。

　側注18)

　(2)標準原価差異の把握
　の計算表

　Ｔｒｙ　it  例題
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ここで、電卓の定数計算の機能を使っています。
詳しくは３－30ページをご覧ください。
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18)完成(1,800kg)と月末(300kg)との合計を当月投
入とすることで、自動的に減損分を投入しなかった
ことにして計算しています。

実際原価合計　　289,952円

問題文の冒頭の２行目の後ろに右の文章を追加し
てください。

ここで、電卓の定数計算の機能を使っていま
す。詳しくは３－25ページをご覧ください。

18)完成(1,500kg)と月末(300kg)との合計を当
月投入とすることで、自動的に減損分を投入しな
かったことにして計算しています。

実際原価合計　　　279,444円

　総合原価計算の問題
　の解き方　下より16行目


